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当
Ｊ
Ａ
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
満
足
の
た
め

に
、
各
支
店
に
共
済
渉
外
担
当
者
（
Ｌ
Ａ
＝
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）・
金
融
渉
外
担
当
者
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ロ
ー
ン
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
資
産
運
用
や
保
障
の
事
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栗真白塚支店
伊藤 崇之

LAトレーナー
阪 洋一

津中央支店
荒木 陽平

津中央支店
上野 篤志

津中央支店
藤井 祐輔

津中央支店
西田 宏

津南部支店
木口 洋輔

LAトレーナー
高橋 豪

津南部支店
西川 智之

津南部支店
金田 昇多朗

神戸片田支店
山田 聡治郎

神戸片田支店
舟橋 清貴

津北支店
三尾 文将

津北支店
高倉 誠

美里支店
福山 秀茂

津北支店
前川 昌典

美里支店
川西 幹汰

安濃中央支店
永井 真司

安濃中央支店
草川 智貴

安濃中央支店
松尾 亮佑

河芸中央支店
山添 敬也

河芸中央支店
伊藤 徳将

河芸中央支店
若林 卓弥

芸濃支店
山辺 蓮

芸濃支店
田中 大輔

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー

共
済
・
金
融
・
ロ
ー
ン
の
渉
外
担
当
者
を
ご
紹
介

特集１

共済渉外
担当者
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ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ロ
ー
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
「
農
業
資
金
」
は
も

ち
ろ
ん
「
住
宅
ロ
ー
ン
」「
マ
イ
カ
ー
ロ
ー

ン
」「
教
育
ロ
ー
ン
」
な
ど
各
種
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
、
ご
相
談
を
受
け
賜
っ
て
お
り
ま

す
。
組
合
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、無
料
で「
税
務
相
談（
毎
月
４
回
）」

「
法
律
相
談
（
毎
月
１
回
）」
も
予
約
制
で

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

金融渉外担当者
栗真白塚支店

玉村 渉

津中央支店
中野 太智

津南部支店
伊東 隆志

津南部支店
井戸 健太

津中央支店
竹口 翔馬

神戸片田支店
若林 正貴

津北支店
佐脇 哲治

美里支店
川口 真一

安濃中央支店
奥山 忠彦

芸濃支店
須崎 僚太

河芸中央支店
高倉 一真

河芸中央支店
野村 悠一郎

津中央支店
阿曽 一真

津北支店
後藤 孝志

ローンセンター
川合 恒平

ローンセンター
笠原 直人

金融トレーナー
後藤 誠

※�予約していただければ夜間・休日
を問わず、ローンアドバイザー
がお伺いさせていただきます。

第１・３週目のみ営業
＊祝日の場合は、翌土曜日営業

予約受付先　ローンセンター
☎059-229-3503

10:00～16:00土曜日

8:45～17:00平　日

ローンセンター営業日

ロ
ー
ンローンアドバイザー
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● ＪＡ津安芸の正組合員であってその経営に係る土地または施設がＪＡ津安芸管内にあること
が必要となります。

● 基金の助成を受けるには、申請書と必要書類（必要経費を明確に証明できるもの）の提出が
必要となります。

● 助成金の支払いは、受付順とし、令和２年度予算枠（300万円）に達した時点で期間の中
途であっても助成金の交付を終了します。

● 交付申請については、1 事業、1 回限りとし、複数の事業併用は、助成対象外となります。

● 当該事業を利用して過去に助成交付を受け、事業実施計画が履行している期間（３年）は助
成対象外となります。

！

Ｊ
Ａ
津
安
芸
で
は
、
地
域
農
業
振
興
の
取
り
組
み

の
柱
で
あ
る
「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
、「
営
農

基
金
の
設
置
」「
獣
害
・
害
虫
被
害
対
策
補
助
金

の
交
付
」
に
加
え
、
令
和
２
年
度
よ
り
「
農
業
融

資
保
証
料
助
成
交
付
金
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　将来の農業を担う農業者に対して、
ＪＡ津安芸が推奨する品目、施設園
芸作物、加工業務用野菜の新規取組
及び規模拡大（経営転換）に関わる
農業者へ支援を継続し、地域農業の
振興・発展に貢献することを目的と
します。

施設園芸作物基金　　　150万円

対 象 作 物 施設園芸作物

対 象 者 １a以上の新規取組及び規模拡大を行う（経営転換等）農業者

対 象 経 費 施設設備費 新規取組にかかる経費
（パイプハウスー式、灌水設備、加温設備）

助 成 率 ① 新規取組
② 事業規模の拡大

対象経費（税別）の合計金額の25%以内
（限度額：100万円）

園芸作物基金　　　　　150万円

対 象 作 物 園芸作物（青ネギ・白ネギ）・加工業務用キャベツ・加工業務用カボチャ

対 象 者 ① ５a以上の新規取組（経営転換等）を行う農業者
② ５a以上の規模拡大を行う農業者

対 象 経 費 種子代及び資材費 新規取組にかかる経費
（種苗代、肥料、農薬、生産に関わる育苗ハウス）

助 成 率 ① 新規取組
② 事業規模の拡大

対象経費（税別）の合計金額の25%以内
（限度額：50万円）

特集２

営農基金事業助成金 J
A
津
安
芸
が
取
り
組
む
地
域
農
業
振
興
に

向
け
た
支
援
対
策
の
お
知
ら
せ
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◦補助金の支払いは、受け付け順とし、令和 2 年度予算枠（400万円）に達した時点で期間の中途であっても助成金の交
付を終了します。！

　管内で問題となっている有害獣（鹿・猿・猪）有害
虫（ジャンボタニシ）による農作物の被害を未然に防
止するため、関係機関・組合員等と連携して対策に取
り組み、管内農業の維持を図ることを目的とします。

獣害被害対策補助金
対 象 資 材 防護柵（電気柵、金網、トタン柵等）

交 付
対 象 者

以下の要件を満たした個人または団体等
① JA津安芸の正組合員または管内に農地を有する農業団体等
② 津市から「津市有害鳥獣防護柵設置事業補助金」の交付を受けた農業者
③ 令和 2 年 4 月 1 日 ～ 令和 3 年 3 月 20 日までに資材購入をしている者

対 象 経 費 防護柵（電気柵、金網、トタン柵等）の取得にかかる原材料費（工事費等は対象外）

補 助 金 額

津市が行う補助事業の補助残部分（税別）の50%に相当する額（1,000 円未満切り捨て）
※津市単独補助事業の交付種類により補助金の上限額を以下のように設定
①「農産物鳥獣害対策事業補助金」の交付対象　　　・・・上限 50 万円
②「小規模農地鳥獣害防止事業補助金」の交付対象　・・・上限 8 万円

害虫（ジャンボタニシ）被害対策補助金
対 象 資 材 スクミノン・スクミンベイト３

交 付
対 象 者

以下の要件を満たした個人または団体
① JA津安芸の正組合員または管内に農地を有する農業団体等
② 害虫駆除を目的としてスクミノンまたはスクミンベイト 3 を散布した農業者
③ 令和 2 年 4 月 1 日 ～ 令和 3 年 3 月 20 日までに資材購入をしている者

対 象 経 費 薬剤購入にかかった費用

補 助 金 額 薬剤購入金額（税別）の15%に相当する額（100円未満切り捨て）
（上限 10 万円）

河芸営農センター	 ☎ 0120-085-040
安濃営農センター	 ☎ 0120-059-044
津南部営農センター	 ☎ 0120-059-047
芸濃営農センター	 ☎ 0120-056-041

津北部営農センター	 ☎ 0120-057-045
美里営農センター	 ☎ 0120-057-043
津中央営農センター	 ☎ 0120-057-046

「営農基金事業助成金」「獣害・害虫被害対策補助金」については、
各営農センターまでお気軽にお問い合わせください。

獣害・害虫被害対策補助金
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特集２

● ＪＡ津安芸の正組合員であってその経営に係る土地または施設がＪＡ津安芸管内にあることが必要となります。

● 助成を受けるには、申請書とＪＡ津安芸が必要と認めた書類の提出が必要となります。

● 交付金については、ＪＡ津安芸の審査会での承認が必要であり、承認後の交付となります。

● 交付金の支払いは、予算年度内に実行が確実で、借入の本申込受付順とし、令和 2 年度予算枠（300万円）に達した
時点で期間の中途であっても交付を終了します。

● 期間延長等の条件変更により追徴保証料が発生した場合、借入者の負担となります。

● 繰上償還（一部繰上含む）による保証料の返戻金については、ＪＡ津安芸へ返金いただきます。

！

　農業の規模拡大、効率化等をめざす農業者の経費
抑制を目的に、ＪＡ津安芸の農業経営資金および農
業近代化資金のうち、保証機関へ支払う保証料につ
いて全額助成し、農業者の負担軽減を図ることを目
的とします。

農業融資保証料助成交付金

対 象 資 金 農業経営資金及び農業近代化資金

交 付 要 件

以下の要件を満たした案件
① 令和２年４月１日 ～ 令和３年３月 31 日までの期間に借入
② 借入金額が100万円以上
③ 農業生産に直結する資金の借入
　 （生活資金、既往資金の借り換え、災害対策に関するものは対象外）

対 象 費 用 保証機関へ支払う一括前取り保証料

交 付 金 額 支払った保証料の全額

栗真白塚支店	 ☎ 059-232-3107
津北支店	 ☎ 059-231-1155
津中央支店	 ☎ 059-226-4111
神戸片田支店	 ☎ 059-226-4131
津南部支店	 ☎ 059-234-2612

美里支店	 ☎ 059-279-2010
安濃中央支店	 ☎ 059-268-2152
芸濃支店	 ☎ 059-265-2525
河芸中央支店	 ☎ 059-245-1234
ローンセンター	 ☎ 059-229-3503

「農業融資保証料助成交付金」については、
各支店またはローンセンターまでお気軽にお問い合わせください。

農業融資保証料助成交付金

6



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
、
感
染
防
止
策
と

し
て
、
す
べ
て
の
金
融
共
済
店
舗
の
窓
口
に
対

面
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
利
用
者
の
皆

さ
ま
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
対
面
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
は
895
ミ
リ
・
高

さ
650
ミ
リ
の
透
明
ア
ク
リ
ル
板
製
で
、
窓
口
カ

ウ
ン
タ
ー
の
上
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
飛
沫
感

染
防
止
と
し
て
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
下
部
に
は
、
窓

口
で
使
用
す
る
書
類
の
受
け
渡
し
が
し
や
す
い

よ
う
に
隙
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
店
舗
の
出
入
口
に
消
毒
液
の

設
置
や
職
員
の
出
勤
前
の
検
温
の
徹
底
・
業
務

中
の
マ
ス
ク
着
用
の
推
奨
、
施
設
内
の
換
気
・

消
毒
に
よ
る
、
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

窓
口
に
対
面
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た

総
務
課

▲窓口に設置した対面パーテーション

▲育苗緑化作業を行う新人職員

　
４
月
４
日
、
栗
真
白
塚
支
店
は
Ｃ
Ｃ
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
白
塚

地
区
の
河
川
の
清
掃
や
草
刈
り
、
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ

職
員
や
組
合
員
、
地
元
企
業
な
ど
か
ら
約
40
名
が
協
力
し
て
、
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
約
2
時
間
の
清
掃
で
し

た
が
、
雑
草
や
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
集
め
、
車

で
集
積
場
に
運
び
ま
し
た
。
栗
真

白
塚
支
店
の
内
藤
支
店
長
は
、「
今

後
も
組
合
員
や
地
域
の
方
と
活
動

が
出
来
る
場
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
参
加
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
組
合
員
と
地
域
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、
Ｃ

Ｃ
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
活
動
と
は

　
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
１
支
店
１
協
同
活
動
の
こ
と
で
、

Cooperative

（
協
同
）
とCom

m
unity

（
地
域
社
会
）
の
頭

文
字
か
ら
Ｃ
Ｃ
活
動
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
本
活
動
は
、
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
次
世
代
と
の

接
点
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
や
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
下
旬
の
2
日
間
、
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
新
人
職
員
に
向
け
た
育
苗
研
修
を
行

い
、
令
和
2
年
度
入
組
の
新
人
職
員
13
人

が
育
苗
作
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
育
苗
研
修
は
農
産
物
の
生
産
を
体
験
す

る
こ
と
で
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
新
人
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
新
人
職
員
ら
は
、
初
め
て
の
播
種
作
業

や
緑
化
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
先
輩
職

員
の
指
導
を
受
け
、
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
新
人
の
育
苗
研
修
以
外
に

も
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
「
育
苗
現
場

学
習
」
を
行
い
、
育
苗
に
対
す
る
知
識
の

習
得
や
組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
清
掃
活
動
に
参
加
！

Ｃ
Ｃ
活
動

新
入
職
員
が

育
苗
に
つ
い
て
学
ぶ

総
務
課

▲清掃に取り組む参加者

▲清掃前

▲清掃後
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成松 次郎
園芸研究家

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

　

津
店
が
教
え
る！

エ
ダ
マ
メ
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
！

●
肥
料
・
種
ま
き

　
マ
メ
科
の
植
物
の
根
に
は
、
空
気
中
の
窒

素
を
固
定
す
る
根
粒
菌
が
共
生
し
て
い
て
、

自
ら
栄
養
分
を
作
り
出
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

窒
素
肥
料
を
控
え
め
に
し
、
元
肥
を
施
し
た

あ
と
は
基
本
的
に
追
肥
は
施
し
ま
せ
ん
。

　
種
ま
き
直
後
は
、
カ
ラ
ス
や
ハ
ト
が
豆
や

芽
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
本

葉
が
出
る
ま
で
「
不
織
布
」
な
ど
を
ベ
タ
掛

け
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

●
摘
心
・
開
花

　

エ
ダ
マ
メ
の
さ
や
が
付
く
の
は
、
節
の
部

分
、
葉
や
根
の
つ
け
根
で
す
。
そ
の
た
め
、
枝

数
が
増
え
れ
ば
節
の
数
も
増
え
て
、
収
穫
量

が
多
く
な
り
ま
す
。
枝
数
を
増
や
す
の
に
効

果
的
な
の
が
摘
心
。
本
葉
５
枚
が
展
開
す
る

頃
に
頂
芽
を
は
さ
み
か
手
で
掴
み
取
り
ま
す
。

　
種
を
ま
い
て
か
ら
50
～
60
日
く
ら
い
で
花

が
咲
き
ま
す
。
エ
ダ
マ
メ
の
花
は
葉
の
つ
け

根
に
付
き
ま
す
。
品
種
に
よ
り
白
色
や
ピ
ン

ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
花
が
咲
き
始
め
た
ら

水
切
れ
と
害
虫
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
花
の

あ
と
、
さ
や
が
付
き
ま
す
。

●
カ
メ
ム
シ
対
策

　

エ
ダ
マ
メ
は
害
虫
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

特
に
カ
メ
ム
シ
が
よ
く
付
き
ま
す
。
さ
や
が

付
い
て
い
る
の
に
実
が
大
き
く
な
ら
な
い
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の
主
な
原

因
は
、「
カ
メ
ム
シ
」
に
よ
る
吸
汁
被
害
で
す
。

防
虫
ネ
ッ
ト
で
覆
っ
て
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　
大
豆
を
未
熟
の
う
ち
に
収
穫
す
る
の
が
エ
ダ
マ

メ
。
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
を
多
く
含

み
、
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
と
し
て
夏
の
栄
養
補
給

に
最
適
で
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
２
週
間
前
に
１
平
方
ｍ
当

た
り
苦
土
石
灰
100
ｇ
を
散
布
し
、
よ
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。
１
週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成

分
で
10
％
）
100
ｇ
と
堆
肥
１
～
２
㎏
を
施
し
、
よ

く
混
ぜ
込
ん
で
お
き
ま
す
。
そ
の
後
、
畝
幅
70
～

80
㎝
、
高
さ
５㎝
程

度
の
栽
培
床（
ベ
ッ

ド
）
を
作
り
、
黒

色
の
マ
ル
チ
を
張

り
ま
す
（
図
１
）。

［
種
ま
き
］
地
温
が

15
度
以
上
に
な
っ

た
頃
か
ら
が
種
ま
き
の
適
期
で
、
一
般
地
で
は
遅

霜
の
恐
れ
が
な
く
な
る
４
月
下
旬
～
５
月
と
な

り
、
６
月
以
降
で
は
害
虫
の
被
害
を
受
け
や
す
く

な
り
ま
す
。
条
間
45

㎝
２
条
、株
間
30
㎝
、

１
カ
所
に
３
～
４
粒

ま
き
ま
す
（
図
２
）。

鳥
害
を
防
ぎ
発
芽
を

良
く
す
る
た
め
に
、

不
織
布
の
ベ
タ
掛
け

が
有
効
で
す
。
本
葉

２
枚
の
頃
、
生
育
の
劣
る
株
を
は
さ
み
で
根
元
か

ら
切
り
取
り
、
２
本
立
ち
に
し
ま
す
。

　
気
温
が
低
い
時
期
や
鳥
害
を
避
け
る
た
め
に
は

育
苗
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
直
径

7.5
～
９
㎝
の
ポ
ッ
ト
に
３
～
４
粒
ま
き
、
初
生
葉

が
そ
ろ
う
頃
に
間
引
い
て
２
本
残
し
、
本
葉
２
枚

頃
ま
で
育
苗
し
ま
す
（
図
３
）。

［
病
害
虫
の
防
除
］
高
温
期
に
は
カ
メ
ム
シ
類
が

発
生
し
、
さ
や
に
付
く
と
落
下
し
ま
す
。
開
花
期

に
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
、
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
な
ど
の
登

録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
さ
や
が
膨
ら
ん
で
、
指
で
押
さ
え
る
と

は
じ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
収
穫
期
で
、
開
花
後
か

ら
30
～
35
日
で
す
。
株
ご
と
引
き
抜
い
て
収
穫
し

ま
す
。 

収
穫
適
期
は
３
～
５
日
と
短
い
た
め
、

同
じ
品
種
な
ら
時
期
を
ず
ら
し
て
２
～
３
回
に
分

け
て
種
ま
き
す
る
と
、長
く
収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

※�

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

成松 次郎
園芸研究家

JAグリーン津店
グリーンアドバイザー認定

城 博一

１月 月 月 月 月 月 月 月 月 月２ ３ ４ ５ ６ 月７ ８ ９ １０ １１ 月１２栽培計画

収穫種まき

普通栽培

遅どり栽培

園芸ノートあなたも今日から 栽培名人

エ
ダ
マ
メ
（
マ
メ
科
ダ
イ
ズ
属
）

8【全体運】穏やかな運勢ですが、ちょっぴり物足りなさも。欲しい物リストを作り買い物の予定を立てるとやる気がUP
【健康運】マイペースで楽しめる運動がお勧め　　　【幸運を呼ぶ食べ物】クロダイ3.21～4.19

牡羊座



ラッキョウのプロフィル
【分類】ヒガンバナ科ネギ属
【原産地】中国
【おいしい時期（旬）】初夏（5～ 7月ころ）
【主な栄養成分】
　カリウム、食物繊維、
　アリシンなど

イラスト：小林裕美子
ラッキョウのいろいろ

見分け方

保存方法

楽しみ方・食べ方のコツ

ラッキョウのヒミツラッキョウの力

ＮＧ
芽が伸びている
収穫から時間が
経過している
緑がかっている
硬いことがある

泥付き
新鮮で風味や
歯触りが良い

粒が大きめで
そろっている
白くふっくら
としていて、
傷などがない

葉が
枯れていない

白い鱗茎（りんけい）が
みずみずしくつやがある

お薦め

ラッキョウ

甘酢漬け、しょうゆ漬け、
みそ漬け、
砂糖漬けなど

天ぷらなどの
揚げ物、炒め物

焼きラッキョウ
意外な食べ方

平安時代 江戸時代以降

おつまみ

調味料

歴史

カレーに添える

食物繊維
便秘予防

カリウム

アリシン

高血圧予防、
むくみ改善

疲労回復、血行促進、
免疫力アップなど

エシャロット、
島ラッキョウ

芽が出るのが早いので、購入後は
すぐに下処理して保存。
すぐに下処理できない場合は、新
聞紙などに包みポリ袋などに入れ
て冷蔵庫で保存。できるだけ翌日
には下処理を

利尿作用があり
余分な塩分を体
外に排出する

コレステロールの吸収を
抑えたり、血糖値の上昇
を抑える働きがあるとい
われる水溶性食物繊維が
多い。生活習慣病の予防
効果が期待できる

特有の香りのもと。タマネギ
や長ネギ、ニラ、ニンニクに
も含まれる硫化アリルの一種

漬物用として
利用される
ラッキョウ。
特有のピリッ

とした辛味と強い香
りがあり、パリパリと
した歯触り。旬は 5～
6月。主流は「らくだ」
という大玉品種

エシャロット
生食用で、軟
白栽培された
若いラッキョ
ウ。一般的な

漬物用ラッキョウよ
りも穏やかな風味。
爽やかな辛味と香り
が特長

島ラッキョウ
沖縄県で主に
栽培されてい
る。辛味、香り
とも強めで、

生食すると特有の個
性が楽しめる

水洗いした後、芽
と根をカットして
皮をむき、お好み
の漬け方で漬ける

甘酢漬けの
酢とあえて
も美味

ラッキョウ漬けは
欠かせない！

洗いラッキョウとは洗って根を切った
状態で販売されているもの。そのまま
泥付きで売られている生ラッキョウと
洗いラッキョウがある

原産地はヒマラヤ地方（中国）。紀元前
から栽培が行われ、当初は薬用だった

日本への伝来は、9世紀ころ。当初は薬
用『新撰字鏡（しんせんじきょう）』『本
草和名（ほんぞうわみょう）』は「薤」、
『延喜式（えんぎしき）』では「薤白」の名
で登場

食用としても広く栽培さ
れる。現在の主な産地は、
鳥取県、鹿児島県、宮崎県、
徳島県など

しょうゆを垂
らすと美味！

スライスしてかつお節や
しょうゆなどとあえる

みじん切りにして、
いろいろな料理に使える

生のまま
どうぞ！

エシャロット、島ラッ
キョウは、みそ、マヨネー
ズを付けてお手軽に

シンプルに串に刺して
網で焼くだけ

生命力旺盛！
精力が付くため、修行僧は食べては
いけないものとされていたとか！

ラッキョウ ～初夏が旬の薬効野菜～

9 4.20～5.20
牡牛座 【全体運】パワフルに過ごせます。これと思った物事に集中的に取り組んで。友人たちと茶話会など楽しむのもいいでしょう

【健康運】体調は回復へ。疲れたときは休んで正解　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ
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ミー・ユ博士が津安芸管内の
偉人や豆知識などを紹介するよ！

今回は日
に

本
ほん

の写
しゃ

真
しん

開
かい

祖
そ

のこの人

日に

本ほ
ん

に
は
じ
め
て
写し

ゃ

真し
ん

館か
ん

が
で
き
た

の
は
幕ば

く

末ま
つ

の
１
８
６
２
年
。
下し

も

岡お
か

蓮れ
ん

杖じ
ょ
う

が
横よ

こ

浜は
ま

に
、
上う

え

野の

彦ひ
こ

馬ま

が
長な

が

崎さ
き

に

開か
い

設せ
つ

し
ま
し
た
が
、
彦ひ

こ

馬ま

と
い
っ
し
ょ

に
写し

ゃ

真し
ん

を
研け

ん

究き
ゅ
う

し
た
の
が
津つ

藩は
ん

士し

の
堀ほ

り

江え

鍬く
わ

次じ

郎ろ
う

で
す
。

鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

は
江え

戸ど

の
津つ

藩は
ん

染そ
め

井い

下し
も

屋や

敷し
き

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
西せ

い

洋よ
う

砲ほ
う

術じ
ゅ
つ

を

学
び
、
安あ

ん

政せ
い

４
年
（
１
８
５
７
）
に
は

津つ

藩は
ん

か
ら
の
長な

が

崎さ
き

海か
い

軍ぐ
ん

伝で
ん

習し
ゅ
う

所じ
ょ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

12
名
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
伝で

ん

習し
ゅ
う

所じ
ょ

で
は
西せ

い

洋よ
う

式し
き

軍ぐ
ん

事じ

技ぎ

術じ
ゅ
つ

や
舎せ

い

密み

（
今

の
化か

学が
く

の
こ
と
）
を
学
び
、
そ
の
か
た

わ
ら
舎せ

い

密み

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
ポ
ン
ペ
が
持
っ
て
い

た
カ
メ
ラ
に
興き

ょ
う

味み

津し
ん

々し
ん

で
、
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

と

同ど
う

級き
ゅ
う

生せ
い

の
彦ひ

こ

馬ま

ら
は
い
っ
し
ょ
に
写し

ゃ

真し
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う

を
は
じ
め
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
の
写し

ゃ

真し
ん

術じ
ゅ
つ

は
コ
ロ
ジ
オ
ン

湿し
っ

板ぱ
ん

法ほ
う

と
言
っ
て
、
必ひ

つ

要よ
う

な
薬や

く

品ひ
ん

は
自じ

分ぶ
ん

で
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

牛
の
血
や
骨
、
銀ぎ

ん

貨か

な
ど
を
材ざ

い

料り
ょ
う

に
悪あ

く

戦せ
ん

苦く

闘と
う

し
、
実じ

っ

験け
ん

中ち
ゅ
う

に
流
れ
出
た
ひ
ど

い
臭
い
で
奉ぶ

行ぎ
ょ
う

所し
ょ

に
訴
え
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
二ふ

た
り人

の
研け

ん

究き
ゅ
う

が
一い

っ
き気

に
進
ん
だ
の
は
、
プ
ロ
の
写し

ゃ

真し
ん

家か

ロ
シ
エ
が
日に

本ほ
ん

に
き
て
か
ら
の
こ
と

で
す
。
ロ
シ
エ
は
長な

が

崎さ
き

で
撮さ

つ

影え
い

す
る
と

共
に
、
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

ら
に
新
し
い
写し

ゃ

真し
ん

術じ
ゅ
つ

を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
エ
の
持
っ
て
い
た
最さ

い

新し
ん

の
カ

メ
ラ
に
魅
せ
ら
れ
た
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

は
、

津つ

藩は
ん

の
11
代だ

い

目め

の
お
殿
さ
ん
・
藤と

う

堂ど
う

高た
か

猷ゆ
き

に
お
願
い
し
て
150
両
も
の
大た

い

金き
ん

を
出

し
て
も
ら
い
最さ

い

新し
ん

の
カ
メ
ラ
と
薬や

く

品ひ
ん

を

手
に
入
れ
ま
す
。万ま

ん

延え
ん

元が
ん

年ね
ん（

１
８
６
０
）

長な
が

崎さ
き

留り
ゅ
う

学が
く

を
終
え
た
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

は
、
彦ひ

こ

馬ま

と
共
に
写し

ゃ

真し
ん

機き

材ざ
い

を
持
っ
て
江え

戸ど

に
行

き
高た

か

猷ゆ
き

ら
を
撮さ

つ

影え
い

し
ま
し
た
。
翌よ

く

年ね
ん

に

は
高た

か

猷ゆ
き

に
し
た
が
っ
て
津つ

に
移
り
ま
す
。

藩は
ん

校こ
う

有ゆ
う

造ぞ
う

館か
ん

の
先せ

ん

生せ
い

に
な
っ
た
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

は
西せ

い

洋よ
う

の
学が

く

問も
ん

や
舎せ

い

密み

を
、
彦ひ

こ

馬ま

も
舎せ

い

密み

を
教
え
ま
し
た
が
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
教き

ょ
う

科か

書し
ょ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
二ふ

た
り人

は

オ
ラ
ン
ダ
語
の
本
を
も
と
に
日に

本ほ
ん

語ご

の

『
舎せ

い

密み

局き
ょ
く

必ひ
っ

携け
い

』
前ぜ

ん

篇ぺ
ん

３
巻
を
つ
く
り
、

付ふ

録ろ
く

に
写し

ゃ

真し
ん

術じ
ゅ
つ

も
入
れ
ま
し
た
。
中ち

ゅ
う

篇へ
ん

・
後こ

う

篇へ
ん

も
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

す
る
予よ

定て
い

で
し
た
が
、

彦ひ
こ

馬ま

が
写し

ゃ

真し
ん

館か
ん

を
開
く
た
め
ふ
る
さ
と

の
長な

が

崎さ
き

に
帰
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
や

が
て
鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

が
病び

ょ
う

気き

に
な
り
36
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
実じ

つ

現げ
ん

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
前ぜ

ん

篇ぺ
ん

３
巻

は
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
化か

学が
く

の
教き

ょ
う

科か

書し
ょ

と
し
て
全ぜ

ん

国こ
く

で
活か

つ

用よ
う

さ
れ
ま

し
た
。鍬く

わ

次じ

郎ろ
う

の
墓
は
遺ゆ

い

言ご
ん

に
よ
っ
て
、
長な

が

崎さ
き

留り
ゅ
う

学が
く

を
支
え
て
く
れ
た
恩お

ん

師し

・

斎さ
い

藤と
う

拙せ
つ

堂ど
う

家け

の
四し

天て
ん

王の
う

寺じ

墓ぼ

地ち

に
あ
り
、

毎ま
い

年と
し

６
月
１
日
の
『
写し

ゃ

真し
ん

の
日
』
に
は

写し
ゃ

真し
ん

屋や

さ
ん
た
ち
が
墓ぼ

前ぜ
ん

祭さ
い

を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料

『
改
訂
版 

ふ
る
さ
と
読
本

　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
お
き
た
い
津つ

ぅ

』

知
っ
て
お
き
た
い
人
々
、
知
っ
て
お
き

た
い
民
話
や
伝
説
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
津
市
観
光
協
会
や
別
所
書
店
、

伊
藤
印
刷
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

堀
ほり

江
え

鍬
くわ

次
じ

郎
ろう

（1831～ 1866）

四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

にある堀
ほり

江
え

鍬
くわ

次
じ

郎
ろう

の墓

10【全体運】前半は援助運に恵まれ、いろいろ助けてもらえます。後半はあなたが力になってあげましょう。音楽鑑賞にツキ
【健康運】下り坂。中旬の体調変化に留意して　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ5.21～6.21

双子座
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❶ 合わせだしを鍋で沸かす。
❷ だしの一部を別鍋に取り、ナメコを煮て冷ま

す。シュンギクはサッとゆでる。
❸ 残りのだしは冷たく冷ましておく。
❹ お椀（わん）にゆば、温卵、シュンギクを盛

り付け、❸を回し掛け､ ナメコ、ミョウガ、
おろしショウガをあしらい出来上がり。

❶ タマネギ、パプリカは串形に切る。
❷ フライパンにサラダ油をひき、小

麦粉をはたいたブリ、タマネギ、
パプリカを中火で両面焼く。

❸ 合わせだれをボウルに入れて混ぜ、❷に絡
める。

❹ ❸にざく切りにし
たセリをサッと絡
めて出来上がり。

作り方

作り方

ゆば･･･････････････ 30g 
温卵 ･･････････････ 2個
シュンギク･･････ 1/4束
ナメコ･･･････････ 少々
小口切りミョウガ
　･･･････････････ 適宜
おろしショウガ ････ 少々

ブリ ･･････ 2切れ（30g）
タマネギ ･･･････ 1/4個
赤・黄パプリカ
　･･･････････ 各1/4個
セリ ･････････････ 適宜
サラダ油 ･････････ 適宜
小麦粉 ･･･････････ 適宜

合わせだし
　かつおだし……  1カップ
　みりん………… 大さじ2
　薄口しょうゆ
　　…………… 大さじ2

合わせだれ
　みそ ････････････ 大さじ1
　かつおだし ･･････ 大さじ3
　みりん ･･････････ 大さじ1
　酒 ･･････････････ 大さじ1
　しょうゆ ････････ 小さじ1
　砂糖 ････････････ 小さじ1
　いりごま ････････ 大さじ2
　おろしショウガ････ 小さじ2

材料（２人分）

材料（２人分）

アルコールの苦手な人は、煮切って加える。

野菜をおいしく　　食べよう　　
野菜をおいしく　　食べよう　　

ゆばと温卵の
冷やし椀

ブリのごまみそ
しょうが焼き

11 6.22～7.22
蟹座 【全体運】問題は解決に向かい、気分も上向きに。作業はきめ細かく丁寧に進めましょう。うれしい結果が待っています

【健康運】体力増進のチャンス。本格レッスンも◎　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ



ンョシーテス報情♬

管
理
職

氏
名	

配
属
先

岩
﨑　
仁	

総
務
部
長

太
田　
雅
也	

金
融
部
長

草
深　
正
浩	

営
農
対
策
部
長

内
藤　
佐
武
郎	

栗
真
白
塚
支
店
長

大
野　
雅
也	

津
中
央
支
店
長

徳
田　
和
隆	

津
南
部
支
店
長

中
川　
真
孝	

美
里
支
店
長

小
林　
裕
司	

芸
濃
支
店
長

東
海　
千
明	

監
査
室
監
査
課
長

池
村　
和
也	

審
査
課
長

山
野　
憲
一	

融
資
推
進
課
長

門
田　
尚
人	

共
済
普
及
課
長

神
戸　
義
仁	

営
農
振
興
課
長

後
藤　
渉	

園
芸
販
売
課
長

浜
本　
芳
弘	

施
設
利
用
課
長

砂
山　
幸
司	

営
農
経
済
事
業
改
革
準
備
室
長

高
倉　
亮
治	

購
買
課
長

青　
則
幸	

河
芸
中
央
支
店　
副
支
店
長

松
田　
充
功	

美
里
営
農
セ
ン
タ
ー
長

小
宮　
敏	

津
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長

若
林　
博
文	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
長

小
林　
佳
史	

貯
金
為
替
課　
課
長
補
佐

後
藤　
誠	

融
資
推
進
課

	

課
長
補
佐
兼
金
融
ト
レ
ー
ナ
ー

佐
脇　
祥
郎	

米
穀
販
売
課　
課
長
補
佐　
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当

新　
幸
大	

購
買
課　
課
長
補
佐

増
田　
栄
作	

施
設
利
用
課　
課
長
補
佐

利
藤　
正
法	

施
設
利
用
課　
課
長
補
佐

篠
木　
智
洋	

津
中
央
支
店　
店
長
代
理

丸
山　
竜
一	

津
中
央
支
店　
津
店
店
長

小
宮　
卓
大	

津
南
部
支
店　
雲
出
店
店
長

福
田　
清
紀	

津
北
支
店　
店
長
代
理

河
合　
一
樹	

美
里
支
店　
店
長
代
理

中
西　
雅
也	

生
活
施
設
課

	

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店　
店
長

中
野　
秀
和	

園
芸
販
売
課　
チ
ー
フ

井
村　
貴
紀	

施
設
利
用
課　
チ
ー
フ

当JAでは、令和２年度の職員の定期人事異動を行い、４月より新たな配属先に着任いたしましたのでお知らせいたします。

共　　済　　普　　及　　課

事　　故　　査　　定　　課

共　　　　済　　　　部

Aコープ津店

津南部営農センター

美里営農センター

安濃営農センター

芸濃営農センター

河芸営農センター

津北部営農センター

津中央営農センター

㈱ジェイエイ津安芸

芸濃支店経　　　　理　　　　課

総　　　　務　　　　部
総　　　　務　　　　課

美里支店リ　ス　ク　管　理　課

審　　　　査　　　　課

企　　画　　管　　理　　室
企　　画　　広　　報　　課

安濃店（サテライト店）
安濃中央支店

片田店（サテライト店）
神戸片田支店

高野尾店（サテライト店）
津北支店

津店（サテライト店）
津中央支店

監　　　　　査　　　　　室

栗真白塚支店
貯　　金　　為　　替　　課
融　　資　　推　　進　　課

（ローンセンター）

資　　金　　運　　用　　課

金　　　　融　　　　部

組
　合
　員

総
　代
　会

監
　
　事
　
　会

代
　表
　監
　事

常
　勤
　監
　事

経
営
管
理
委
員
会

会
　
　
　
　
　長

副
　
　会
　
　長

理
　
　事
　
　会

理
　事
　長

代
表
理
事

理
事
統
括
部
長

（
金
融
共
済
担
当
）

理
事
統
括
部
長

（
企
画
総
務
担
当
）

理
事
統
括
部
長

（
営
農
生
活
担
当
）

雲出店（サテライト店）
津南部支店

河芸中央支店

営　　農　　生　　活　　部

営農経済事業改革準備室

農 機 セ ン タ ー

生 　 活 　 施 　 設 　 課

購 　 買 　 課

Ｊ Ａ グ リ ー ン 津 店
燃 料 セ ン タ ー
ＪＡ葬祭やすらぎ会館

営　　農　　対　　策　　部
営 農 振 興 課

米 穀 販 売 課

園 芸 販 売 課
み ど り の 交 差 店

施 　 設 　 利 　 用 　 課

令和２年度　職員定期人事異動のお知らせ

全体機構図
（令和２年4月1日）

127.23～8.22
獅子座 【全体運】思わぬ事態に焦りが出がち。運勢は下旬から上昇に転じるので冷静に。判断に迷う場合は慌てず待てば好転

【健康運】前半はけがや発熱に注意を。後半は回復　　　【幸運を呼ぶ食べ物】葉ショウガ
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舟
橋　
清
貴	

神
戸
片
田
支
店　

Ｌ
Ａ

高
倉　
誠	

津
北
支
店　

Ｌ
Ａ

保
田　
英
里
奈	

津
北
支
店　
高
野
尾
店

川
西　
幹
汰	

美
里
支
店　

Ｌ
Ａ

川
口　
真
一	

美
里
支
店　
金
融
渉
外

新
堂　
千
枝	

安
濃
中
央
支
店

草
川　
智
貴	

安
濃
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

松
尾　
亮
佑	

安
濃
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

伊
藤　
繁	

安
濃
中
央
支
店　
安
濃
店

東
條　
結
実	

安
濃
中
央
支
店　
安
濃
店

喜
多　
瞳	

芸
濃
支
店

津
坂　
華
奈	

芸
濃
支
店

森　
幸
奈	

河
芸
中
央
支
店

上
村　
の
り
子	

河
芸
中
央
支
店

若
林　
卓
弥	

河
芸
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

高
倉　
一
真	

河
芸
中
央
支
店　
金
融
渉
外

小
林　
拓
真	

河
芸
営
農
セ
ン
タ
ー

西
川　
雅
彦	

芸
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

岡
副　
真
由
美	

芸
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

山
口　
雄
一	

美
里
営
農
セ
ン
タ
ー

藤
井　
雅
人	

津
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー

佐
脇　
俊
輝	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

土
性　
達
也	

津
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員

氏
名	
配
属
先

中
川　
知
子	
購
買
課

増
井　
裕
子	

生
活
施
設
課　
Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ
会
館

川
北　
幸
代	

生
活
施
設
課　
Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ
会
館

新
規
採
用
職
員

氏
名	

配
属
先

八
太 

亜
美	

津
南
部
支
店　
雲
出
店

寺
西 

泰
祐	

安
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

野
村 

大
輝	

津
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

田
中 

真
優	

神
戸
片
田
支
店　
片
田
店

山
辺 

蓮	

芸
濃
支
店　

Ｌ
Ａ

中
﨑 

安
貴
穂	

河
芸
中
央
支
店

雪
岡 

美
里	

津
中
央
支
店

濱　
武
志	

生
活
施
設
課

	

Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ
会
館　
チ
ー
フ

山
中　
一
浩	

河
芸
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

久
保　
和
也	

安
濃
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

長
谷
川　
彰	

津
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

小
粥　
一
真	
津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

川
村　
公
秀	
津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

伊
賀　
千
佳
子	
津
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー　
チ
ー
フ

一
般
職

氏
名	

配
属
先

奥
山　
裕
子	

企
画
広
報
課

伊
藤　
由
美
子	

審
査
課

中
西　
諒	

総
務
課
付

濱
﨑　
彩	

総
務
課

三
島　
由
見
圭	

総
務
課

稲
垣　
博	

貯
金
為
替
課

川
合　
恒
平	

融
資
推
進
課　
融
資
渉
外

増
田　
衣
里	

融
資
推
進
課

高
橋　
豪	

共
済
普
及
課　

Ｌ
Ａ
ト
レ
ー
ナ
ー

岸
田　
麻
理	

共
済
普
及
課

宮
﨑　
大
輔	

営
農
振
興
課

石
川　
惇
一	

園
芸
販
売
課　
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当

磯
部　
真
伸	

園
芸
販
売
課

田
中　
誠	

園
芸
販
売
課　
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当

米
本　
晴
紀	

園
芸
販
売
課　
み
ど
り
の
交
差
店

石
井　
絵
利
子	

営
農
経
済
事
業
改
革
準
備
室

嶌
田　
雄
斗	

生
活
施
設
課　
燃
料
セ
ン
タ
ー

長
谷
川　
剛	

生
活
施
設
課　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店

玉
村　
渉	

栗
真
白
塚
支
店　
金
融
渉
外

稲
垣　
く
み	

栗
真
白
塚
支
店

渥
美　
莉
沙	

栗
真
白
塚
支
店

高
本　
静
香	

津
中
央
支
店

上
野　
篤
志	

津
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

荒
木　
陽
平	

津
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

藤
井　
祐
輔	

津
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

中
野　
太
智	

津
中
央
支
店　
金
融
渉
外

家
城　
沙
羅	

津
南
部
支
店

西
川　
智
之	

津
南
部
支
店　

Ｌ
Ａ

※
Ｌ
Ａ
＝
共
済
専
任
渉
外

秦 

菜
々
子	

津
南
部
支
店

岡
田 

有
菜	

津
中
央
支
店　
津
店

伊
藤 

真
菜	

栗
真
白
塚
支
店

松
山 

杏
梨	

美
里
支
店

谷
口 

久
麗
奈	

芸
濃
支
店

竹
口 

翔
馬	

津
中
央
支
店　
金
融
渉
外

新
規
採
用
職
員
（
嘱
託
・
臨
時
・
パ
ー
ト
）

氏
名	

配
属
先

鈴
木　
満	

購
買
課　
嘱
託
職

林　
裕
也	

生
活
施
設
課　
Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ
会
館　
嘱
託
職

張
本　
恵
理	

神
戸
片
田
支
店　
臨
時
職

内
藤　
真
弥	

津
北
支
店　
パ
ー
ト
職

定
年
退
職
者

氏
名

竹
尾　
弘
美	

美
里
支
店
長

鈴
木　
満	

美
里
営
農
セ
ン
タ
ー
長

草
深　
正
人	

営
農
対
策
部
長

赤
塚　
幸
則	

営
農
対
策
部
次
長
兼
園
芸
販
売
課
長

伊
藤　
浩
也	

審
査
課
長

赤
塚　
幸
規	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
長

海
野　
剛	

施
設
利
用
課　
チ
ー
フ

北
角　
繁
幸	

美
里
支
店

林　
裕
也	

生
活
施
設
課　
食
材
セ
ン
タ
ー　
臨
時
職

佐
野　
美
知
子	

河
芸
中
央
支
店　
パ
ー
ト
職

一
般
退
職
者

氏
名

加
藤　
雄
一	

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店　
店
長

宮
崎　
正
敬	

津
北
支
店　
高
野
尾
店

中
川　
真
奈
望	

津
南
部
支
店

高
倉　
こ
の
み	

津
北
支
店

上
山　
航
平	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

真
川　
利
佳	

芸
濃
支
店　
臨
時
職

吉
川　
す
み
子	

栗
真
白
塚
支
店　
臨
時
職

西
山　
陽
子	

安
濃
中
央
支
店　
安
濃
店　
嘱
託
職

岡
田　
健
一	

生
活
施
設
課　
Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ　
嘱
託
職

奥
山　
眞
佐
子	

生
活
施
設
課　
食
材
セ
ン
タ
ー　
パ
ー
ト
職

13 8.23～9.22
乙女座 【全体運】好調なスタートに心が弾みます。失敗も成功の母となるのでチャレンジは続けて◎。外出は遠出がお勧め

【健康運】頑張り過ぎに注意。適宜、休憩を入れて　　　【幸運を呼ぶ食べ物】カレイ



ンョシーテス報情♬

 s

　令和元年産米の通年集荷を以下のとおり実施します。自家保有米に余裕のある方
は、１袋（30㎏）でも集荷いたしますので、最寄りの営農センターへお申込みください。

●集荷方法…庭先（ご自宅）まで引き取りに伺います。検査用袋にてお願いします。
●申込み方法…最寄りの営農センターへお申込みください。電話でも結構です。
●価格について…�価格については集荷時の市場情勢や集荷数量によっても変動する為、

詳しくは最寄りの営農センターへお問い合わせください。

申込み期日　令和２年５月 18 日（月）まで　　検査日　令和２年 5 月 19 日（火）

令和元年産米通年集荷のお知らせ

JAの農機レンタルを利用してみませんか？

◎�申込書の有効期限は２年を
経過した最初の公募の終了
日まで有効です。

※令和元年度応募者の申込書は、
　令和２年度中は有効です。

当センターでは、令和２年度農地中間管理事業借受希望者の公募を以下のとおり実施します。

申込用紙はHP（https://nouchi-mie.jp）などから入手できます。

申込書を支援センターに郵送、もしくは持参いただくか、市町・JA 等を通じて申込んでください。

本年度順次有効期限を迎えます。効力を連続させるためには、それぞれ以下の回に申し込んでください。

１回目 令和２年５月１日（金）～   ６月30日（火）
２回目 令和２年９月１日（火）～  10月31日（土）
３回目 令和３年１月４日（月）～   ２月28日（日）

前回申し込んだ回 申し込みが必要な回
平成30年度第１回 （５月実施） 令和２年度第１回公募（６/30まで）
平成30年度第２回 （９月実施） 令和２年度第２回公募（10/31まで）
平成30年度第３回 （１月実施） 令和２年度第３回公募（２/28まで）

公益財団法人三重県農林水産支援センター農地中間管理課
〒515-2316 三重県松阪市嬉野川北町530　 TEL：0598-48-1228　 URL https://nouchi-mie.jp

公募日程

申込用紙

申込方法

平成30年
第１回から
第３回に
申込の方

三重県農地中間管理機構から担い手の皆さんへ

令和２年度借受希望者の公募に関するお知らせ

レンタルの流れ

ご利用５日前
ＪＡ津安芸　農機センター
にて申込み
機種・利用日数・届け先・その他 

ご利用当日
当日の朝、指定の届け先に
農機をお届け
（または農機センターでお引取り）

ご利用終了
ご利用終了後、夕方 5時頃
を目安にお引取り
（または農機センターへご返却）

後日
ＪＡからご利用料金の請求・
お支払い

注：機械の空き状態確認・機械の整備状況・運搬準備等の為、５日前までの予約をしていただく必要があります。

ご利用仮予約・詳しい内容については農機センターまで　　　津市一色町 191-2　TEL：0120-927-327

レンタルの流れ

レンタル機種レンタル機種

ライムソーワ
タカキタ　LS1608
トラクター適応馬力 20 ～ 28 馬力

自走セット動噴
丸山　GKSL3315
300L 薬剤タンクセット

フレールモア
ニプロ　FNC1602
トラクター適応馬力 25 ～ 34 馬力

畔塗機トラクター（本体のみ）
ニプロ　DZR303JC
トラクター適応馬力 25 ～ 45 馬力

クボタ　KL285FQBMAN-P
28 馬力　キャビン付き

JA津安芸の
組合員限定！

営農だより

149.23～10.23
天秤座 【全体運】経験者に話を聞きに行けば素晴らしい打開策を思い付きそう。地域の歴史探訪も視野を広げる良いきっかけに

【健康運】日頃のケアが大事。髪のお手入れにツキ　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ



ンョシーテス報情♬

　平素は当JAの事業にご理解とご協力を賜りありが
とうございます。
　当JAでは、職員を対象に「連続職場離脱」を実施
しております。連続職場離脱とは、就業規則に定め
る休暇等により、職員が１週間（５営業日）以上連
続して自己の職場を離れ、勤務できない状態を作る
ことにより、業務が統一基準に基づき適正に実施さ
れているかを点検・確認するとともに、組合の内部
牽制機能の補完的方策としてその有効性の向上を図
り、事故、不正等を未然に防止し、
コンプライアンス態勢充実の一助
とすることを目的としています。
　職員が連続職場離脱に入ると実
施期間中（連続５営業日）は不在
となり、ご迷惑をおかけいたしま
すが、何卒ご理解を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

連続職場離脱の実施に
伴う職員不在のお知らせ

（令和２年５月１日～令和３年３月31日）

令和2年4月より
食材センターとJA葬祭やすらぎがひとつとなり
『JA葬祭やすらぎ会館』となりました!!

食材センター JA葬祭やすらぎ

組合員の皆さまへ重要なお知らせ

仕出し料理・かご盛・生花のご注文は････

ご進物・ギフト券のご注文は ････

各営農センター・JA葬祭やすらぎ会館
にて承ります

各営農センター・購買課 にて承ります

JA葬祭やすらぎ会館

JA葬祭やすらぎ会館（仕出し部門）
059－229－3506

JA葬祭やすらぎ会館（葬祭部門）
 0120－969－163

購買課　0120－191－321

新名称

　当組合では、組合内の法令違反等の不正行為の未然防止、早期発見及び是正を図り、組合のコンプ
ライアンス経営の強化に資することを目的に、コンプライアンスに関する事項（法令違反、不正行為、
人事労務、ハラスメント関連、その他）を相談もしくは通報するための「ヘルプライン制度」を設置
しております。つきましては、上記のコンプライアンスに係る行為を発見された場合は、下記の３ラ
インへご連絡くださいますようお願い致します。
※お電話の場合は不在の場合もあります。　※情報をご提供いただいた方の氏名等の秘密は厳守致します。
※�ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のもの、同人により反復して行われるもの

等は受付致しかねますので、予めご了承ください。

１．内部ライン　　JA津安芸　内部監査部門長（ヘルプライン管理者）
　　　　　　　　　TEL：059－229－3501
　　　　　　　　　メール：toukai@tsuage.jamie.or.jp

２．系統ライン　　JA三重中央会　経営支援部
　　　　　　　　　〒 514－0004　津市栄町１丁目960番地JAビル内
　　　　　　　　　TEL：059－229－9010　　FAX：059－221－  0064

３．外部ライン　　弁護士　楠井 嘉行（JA津安芸顧問弁護士）
　　　　　　　　　〒 514－0004　津市栄町２丁目 466 番地
　　　　　　　　　TEL：059－229－1588　　FAX：059－229－1120

上記ラインへ郵送にて通知・相談する場合には「親展」としてください。

組合員の皆さまへ

15

※Aコープ津店にて、ご利用いただけます。
※1,000円（税抜）以上お買上げの方に
　限り、1回ご利用できます。
※生産者コーナー・タバコ・酒・雑誌・
　ギフト・キャンドゥ店舗の商品
　は除きます。
※他のクーポンと併用は
　できません。

有効期限
2020年5月末まであぜみち特別クーポン券あぜみち特別クーポン券

☎059-225-9131
営業時間：９時～20時30分 Ａコープ津店

キリトリ

10.24～11.22
蠍座 【全体運】大逆転運。ピンチになったときがチャンスです。敵と味方がはっきりするのは良い傾向。詳しい説明が開運の鍵

【健康運】前半は無理をしないで。後半は快調です　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ



法律
税務
相談弁護士　木村 那津子

住宅や自動車の購入など資金の借入をご検討されている方、また、法律や税務、
自動車事故でお悩みの方はいらっしゃいませんか。
当JAでは、下記の日程で無料相談会を実施しております。専門スタッフがご相談
を受付けていますので、ぜひお気軽にお申し込みください。お待ちしております。

無料相談会
各種実施中!!

受付先：ローンセンター　☎059−229−3503
今後の新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえて、無料相談会の開催は中止になる可能性があります。

受付先：事故査定課
☎059−229−3505

本店（本館内）
8：45 〜 17：00
電話予約により随時開催

ローン相談（終日対応）
ローンセンター（本店別館）
10：00 〜 12：00
５月16日（土）

法律相談 （予約制）
ローンセンター（本店別館）
9：00 〜 16：00
５月13日（水）、16日（土）、27日（水）
6月3日（水）、6日（土）

税務相談 （予約制） 事故相談 （予約制）
ローンセンター（本店別館）
月曜～金曜　　8：45 ～ 17：00
第1･3土曜　10：00 ～ 16：00
営業日　月曜～金曜、第1･3土曜（祝日除く）
※土曜日が祝日の場合は翌土曜日営業

１　
遺
言
の
方
式
に
つ
い
て

　

遺
言
の
方
式
は
、
大
き
く
分
け
て

普
通
方
式
と
特
別
方
式
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
普
通
方
式
が

用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
は
、
普
通
方
式

の
う
ち
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
自
筆
証

書
遺
言
と
公
正
証
書
遺
言
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

⑴ 

自
筆
証
書
遺
言

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
遺
言
す
る
人

が
自
ら
、
そ
の
内
容
、
日
付
、
署
名

全
て
を
自
筆
で
書
き
、
押
印
し
て
作

成
し
ま
す
。
全
文
を
自
筆
で
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
、代
筆
や
パ
ソ
コ
ン
・

ワ
ー
プ
ロ
等
に
よ
る
も
の
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
相
続
法
改
正

に
よ
り
、
相
続
財
産
の
目
録
に
つ
い

て
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
自
筆
証
書
遺

言
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
人
で
簡
単
に

費
用
を
か
け
ず
、
今
す
ぐ
に
で
も
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

他
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
相
続
人
や

第
三
者
に
よ
る
偽
造
・
変
造
・
隠
匿

の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、方
式
不
備
・

内
容
不
備
で
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
発
見
さ
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
家
庭
裁
判
所
で
の

検
認
手
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

⑵ 

公
正
証
書
遺
言

　

公
正
証
書
遺
言
は
、
証
人
２
人
の

立
会
い
の
も
と
、
公
証
人
が
遺
言
者

の
口
述
に
基
づ
い
て
遺
言
書
を
作
成

し
、
遺
言
者
、
証
人
、
公
証
人
が
署

名
押
印
し
て
作
成
し
ま
す
。
遺
言
者

は
遺
言
の
内
容
を
公
証
人
に
対
し
口

頭
で
述
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

実
務
上
は
、
通
常
、
事
前
に
公
証
人

と
遺
言
作
成
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行

い
、
公
証
人
が
遺
言
書
を
作
成
し
て

お
い
た
上
で
作
成
手
続
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
公
正
証
書
遺
言
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
公
証
人
が
作
成
に
関
与
す
る

こ
と
で
方
式
不
備
と
さ
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
原
本
が
公
証

役
場
で
保
存
さ
れ
る
の
で
変
造
・
滅

失
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
検
認
手

続
が
不
要
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
他
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
作

成
に
手
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

２　

�

法
務
局
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺

言
書
の
保
管
に
つ
い
て

　

自
筆
証
書
遺
言
の
デ
メ
リ
ッ
ト

（
紛
失
、
隠
匿
等
の
お
そ
れ
）
に
対

す
る
対
応
策
と
し
て
、
法
務
局
で
遺

言
書
を
保
管
す
る
制
度
が
創
設
さ

れ
、
令
和
２
年
７
月
10
日
に
法
律
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ

て
、
遺
言
書
の
紛
失
・
隠
匿
等
を
防

止
し
、
遺
言
書
の
存
在
の
把
握
が
容

易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
検
認
手
続

も
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
遺
言
書
は
、
封
の
さ
れ

て
い
な
い
、
法
務
省
令
で
定
め
る
様

式
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
遺
言

書
の
保
管
の
申
請
は
、
管
轄
の
遺
言

書
保
管
所
（
法
務
局
）
に
、
遺
言
者

が
自
ら
出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

遺
言
者
は
、
保
管
さ
れ
て
い
る
遺

言
書
に
つ
い
て
、
そ
の
閲
覧
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
遺
言
書

の
保
管
の
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
遺
言
者
の
生
存
中
は
、

遺
言
者
以
外
の
方
は
、
遺
言
書
の
閲

覧
等
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

３　
最
後
に

　

そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す

が
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
遺

言
の
方
式
だ
け
で
な
く
、
遺
言
の
内

容
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
遺
言

を
作
成
さ
れ
る
際
に
は
、
法
律
の
専

門
家
で
あ
る
弁
護
士
に
ご
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

遺言の方式と法務局における自筆証書遺言書の保管について

1611.23～12.21
射手座 【全体運】細やかな気遣いにあなたのファンが増えそう。前半は予定通り。後半はイレギュラーが増えるので臨機応変に

【健康運】次第に忙しくなるので体力をキープ　　　【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ



【
交
通
課
か
ら
】

　

三
重
県
で
は
、
今
年
に
入
り
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
、
三
重
県
内

の
交
通
事
故
死
者
数
は
26
人
で
、
前
年
に

比
べ
て
、
11
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
10
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
高
齢
者
の
死
者
数
は
26

人
中
18
人
で
、
さ
ら
に
18
人
中
９
人
の
方

が
歩
行
者
で
す
。

　

ま
た
、
津
市
内
に
お
い
て
は
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
４
人
の
方
が
交
通
事
故
で
亡

く
な
ら
れ
、
そ
の
う
ち
３
人
の
方
が
高
齢

者
で
、
う
ち
１
人
の
方
は
歩
行
者
で
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
車

の
運
転
者
が
気
を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
も
反
射
材
の
着
用
や
道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
、
確
実
な
安
全
確
認
を
す
る

な
ど
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

道
路
を
渡
る
と
き
は
安
全
な
場
所
で

・
少
し
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道

を
渡
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
す
る
と
き
は
、
立
ち
止

ま
っ
て
し
っ
か
り
安
全
確
認

を
し
、
車
が
見
え
た
ら
無
理

を
せ
ず
再
度
、
十
分
に
安
全

を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

通
り
慣
れ
た
道
で
も
油
断
禁
物

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、
自
宅

の
付
近
（
500
ｍ
以
内
）
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
は
車
が
来
な
い
道
で
も

油
断
せ
ず
、
必
ず
安
全
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

夕
方
以
降
の
外
出
は「
明
る
い
色
の
服
装
」

と「
反
射
材
」の
着
用
を

・
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
色
の
服
装

と
反
射
材
の
着
用
で
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
自
分
の
存
在
を
早

く
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

止
ま
っ
て
ま
す
か
“
横
断
歩
道
”

　
守
っ
て
ま
す
か
“
交
通
ル
ー
ル
〟

【
生
活
安
全
課
か
ら
】

三
重
県
内
で
も
犯
人
か
ら
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
い
ま
す
!!

☞�

家
電
量
販
店
を
名
乗

る
者
か
ら
「
あ
な
た

の
カ
ー
ド
を
使
っ
て

テ
レ
ビ
を
買
い
に
来
て
い
る
人
が
い

る
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

警
察
官
や
銀
行
員
を
名
乗
る
者
か
ら

「
お
金
を
お
ろ
さ
れ
て
い
な
い
か
？
」

「
カ
ー
ド
を
取
り
に
行
く
の
で
、
用

意
し
て
お
い
て
欲
し
い
」
等
の
電
話

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
人
が
自
宅
ま
で
来
て
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
手
口
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
官
や
銀
行
員
等
が
電
話
で
暗
証

番
号
を
聞
い
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
取
り
に
来
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
は
、

家
族
や
友
人
、
警
察
に
相
談

を
‼

※
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
能
効
果
を
う
た
っ
た

違
法
な
医
薬
品
や
医

療
機
器
の
販
売

※
ウ
イ
ル
ス
関
連
商
品

の
違
法
な
訪
問
販
売

※
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
身
内
を
装
い
現

金
を
請
求
す
る
詐
欺

※
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
厚
生
労
働
省
や
地

方
公
共
団
体
を
装
っ
た
詐
欺

※
マ
ス
ク
の
無
料
配
布
を
う
た
っ
た
、キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
や
個
人
情

報
を
盗
み
取
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル

※
マ
ス
ク
等
の
販
売
を
う
た
い
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
等
を
企
図
す
る
悪
質
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
サ
イ
ト

相
談
は
「
＃
９
１
１
０
」
か
「
津
警
察
署

（
０
５
９

－

２
１
３

－

０
１
１
０
）」
へ

　

高
齢
者
に
見
ら
れ
る
「
物
忘
れ
」
は
、
食
事
で
食
べ
た
物

を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
脳
の
神
経
細
胞
が
本
来

の
老
化
よ
り
も
早
く
減
り
、
40
～
50
代
く
ら
い
か
ら
進
行

す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
食
事
し
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
ま
す
。「
行
っ
た
こ
と
」「
約
束
し
た
こ
と
」
な
ど
、

行
動
そ
の
も
の
を
忘
れ
、
生
活
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
や
が

て
時
間
や
場
所
、
人
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
夜
間
に
騒
い

だ
り
、
家
の
中
で
迷
い
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

脳
の
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
老
廃
物
の
「
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
」
は
、
蓄
積
す
る
と
脳
細
胞
を
圧
迫
や
死
滅
さ
せ
ま
す
。

脳
の
神
経
が
正
常
に
機
能
せ
ず
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
な
り
ま
す
。

　

脳
は
昼
間
に
得
た
情
報
を
睡
眠
に
よ
っ
て
整
理
し
ま
す
。

ま
た
、
脳
が
活
動
し
て
発
生
し
た
老
廃
物
の
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
は
、
睡
眠
中
に
脳
内
か
ら
盛
ん
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
睡

眠
の
時
間
も
質
も
十
分
で
な
い
と
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積

は
早
く
進
み
、
認
知
症
に
も
な
り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
」

（
２
０
１
４
年
）
で
は
、
睡
眠
時
間
の
目
安
は
25
歳
で
は
７

時
間
、
45
歳
で
は
6.5
時
間
、
65
歳
で
は
６
時
間
。
加
齢
と

共
に
睡
眠
時
間
は
減
少
し
、
さ
ら
に
朝
早
く
目
覚
め
ま
す

が
、
睡
眠
時
間
は
き
ち
ん
と
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
発
症
に
は
遺
伝
も
関
係

し
ま
す
が
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
生
活
習
慣
病
の
人
、

頭
部
外
傷
の
既
往
歴
の
あ
る
人
は
、
発
症
す
る
危
険
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
の
血
管
が
傷
む
と
、
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
を
排
出
す
る
機
能
が
低
下
し
て
、
脳
内
に
蓄
積
し

や
す
い
の
で
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
予
防
に
は
、
摂
取
カ
ロ

リ
ー
が
多
過
ぎ
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
、
適
度
に
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
運
動
や
農
作
業
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
夜
間
に
は
眠
り
が
深
く
な
り
脳
内
で

の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積
を
進
ま
せ
な
い
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
認
知
症
と
睡
眠
は
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
不
審
な

メ
ー
ル
や
電
話
、
自

宅
へ
の
訪
問
等
が
あ
れ
ば
、
一
人

で
判
断
せ
ず
家
族
や
警
察
へ
相

談
を
!!

家
族
の
健
康

特
殊
詐
欺
被
害
に
気
を
つ
け
て
!!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
こ
ん
な
犯
罪
に
も
注
意
を
‼

高
齢
歩
行
者
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て

睡
眠
不
足
と

 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

福
田
千
晶

17 12.22～1.19
山羊座 【全体運】好調運です。パワーがあるので強気で押すのがお勧め。新しい取り組みにも幸運が宿ります。レジャーも大吉

【健康運】栄養バランスの良い食事で元気いっぱい　　　【幸運を呼ぶ食べ物】初ガツオ



家族の健康で耳掃除のやり過ぎ
はダメとありビックリです。毎日
お風呂あがりに綿棒で丁寧にし
ていましたが…清浄作用がなく
なり余計に不潔になるとの事。
あまり奥までするのはよくない事
がわかりました。これから気をつ
けようと思います。ありがとうご
ざいました。　　 （Iさん 66歳）

つくしを取りに行きゴマ油で炒め、
醤油とだしを入れおいしく春の味を
味わいました。おいしかったです。

（Mさん 74歳）

あぜみちに記載されている無料相談
会はよく活用させて頂いています。
ありがとうございます。

（Yさん 59歳）

編新社会人おめでとうございます。口座開
設、給与振込のお申し込みありがとうご
ざいます。JAバンクではさまざまな商品
をご用意致しておりますので是非ご利用
くださいね♪

編毎月楽しみにしていただきありがとうござ
います。気軽にチャレンジできる家庭園
芸を毎月紹介しています。JAグリーン津
店のグリーンアドバイザーによるポイント
も掲載していますので参考にしてみてくだ
さい。クロスワードパズルは解けた瞬間
とても嬉しくなりますよね！これからもど
んどんチャレンジしてみてくださいね♪

編ご愛読ありがとうございます。耳
掃除、ついついやり過ぎてしまう
方もたくさんいらっしゃるのではな
いでしょうか。耳掃除のやり過ぎ
や強い力での掃除は、病気を引き
起こしたり余計に不潔になってし
まいます。頻度や強さに注意して
行いましょうね。

編暖かくなりつくしの咲く季節になりま
したね。今しか食べられない旬のもの
を食べるのは楽しみですよね♪とても
美味しそうなレシピですね。是非今
度試してみたいと思います

編ありがとうございます。法律や税務
の事は皆さんとても関心のある事です
よね。先生や専門のスタッフが法律
や税務、自動車事故のご相談を受け
付けていますのでお悩みのある方は気
軽にご相談くださいね。

春から娘が社会人。先日JAバンクで給
与の振込口座を開設してきました。こ
れからJAさんとのお付き合いが始まりま
す。将来のために貯蓄もして欲しいと
思っています。　　　　（Hさん 50歳）

毎月園芸ノートを楽しみにしています。
野菜作りにチャレンジしています。クロ
スワードパズルも必ずやっていて楽しみ
です。　　　　　　　　（Iさん 67歳）

宛  先

応募締切日　令和２年６月10日

❶ パズルの答え
❷ 郵便番号・住所・氏名・年齢・日中連絡がとれる電話番号
　 ※電話がつながらない場合は、当選者を変更することがありますので
　　 あらかじめご了承ください。
❸ JAへのご意見や「あぜみち」への感想、
　 身近に起こった出来事・絵手紙・イラストなど

をご記入の上右記の宛先へ送ってください。

はがき・FAX・Eメールのいずれかの方法で、必要事項を
ご記入のうえご応募ください。

※�応募の際にご記入いただきました個人情報につきましては、広報誌への掲載並びに広報
に関する統計及びプレゼント発送以外には使用いたしません。

※プレゼントの当選は、発送をもって発表にかえさせていただきます。

みんなのお便り掲載者・クロスワードパズル正解者の中からそれぞれ抽選で5名様に、

メガネ型ルーペとミー・ユのタオル をプレゼント！

〒514-0057　津市一色町211
ＪＡ津安芸　企画広報課
FAX	 059-223-0912
Eメール　master@ja-tsuage.or.jp
左記のQRコードをご利用いただくと、簡単に
メールが作成できます。

①
パ
ズ
ル
の
答
え

②
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

日
中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号

③
J
A
へ
の
ご
意
見
や
「
あ
ぜ
み
ち
」

へ
の
感
想
、
身
近
に
起
こ
っ
た
出
来

事
・
絵
手
紙
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

5 1 4 0 0 5 7

津
市
一
色
町
2
1
1

Ｊ
Ａ
津
安
芸 

企
画
広
報
課

① 端午の節句に食べる和菓子
② 損の反対語
③ あの人、いい人なんだけど、――多いんだ

よなあ
④ 邦画ではありません
⑥ シオマネキやガザミはこの仲間
⑨ 馬具の一つ。足を掛けます
⑩ 春の大型―― をゴールデン

ウイークといいます
⑪ クラブ――、救援――、――写真
⑬ 与党と対立することが多い
⑭ たくと良い香りがします
⑯ アスパラガスは主にこの部分

を食べます

タテのカギ
② 知事選の期日前――に行ってきた
⑤ 耳は聴覚、鼻は嗅覚、目は
⑦ ゾウやライオンを数えるときに

使う言葉
⑧ 大きな口を持つ爬虫（はちゅう）類
⑨ 往年のヒット曲『――のハワイ航路』
⑪ 武者人形はかぶっていることが

多い
⑫ 茶畑で行う収穫作業
⑭ 数え年70歳のお祝いです
⑮ アシカやオットセイより大きな

海獣
⑯ 飛行機で物を運ぶこと
⑰ 田畑を耕す農耕機械

ヨコのカギ

A B C D E

先 月 号 の 答 え
A B C D E

ホ タ ル イ カ

二重枠に入った文字をAからＥの順に並べてできる言葉は何でしょう？クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

プレゼント

お便りお便り

お楽しみに♪

181.20～2.18
水瓶座 【全体運】停滞運です。暴走に気を付けましょう。念入りな確認がトラブル回避の決め手に。ストレス発散には入浴が◎

【健康運】暴飲暴食が心配。食事は規則正しく　　　【幸運を呼ぶ食べ物】シソ






